
当院では下記の臨床研究を実施しております。

以下の臨床研究に関しては、個人情報を匿名化した上で学会、研究会等への利用を

行わせていただいております。

内容をご確認いただき、研究対象者となることを希望されない方は各臨床研究の連絡先

までご連絡ください。

研究予定期間

該当資料・データ

個人情報の取扱い

共同研究機関

お問い合わせ先
電話：082-292-1271
担当者：坂下　吉弘（外科）

広島記念病院を受診された患者さま、研究対象者のみなさまへ

委員会承認後～2021年12月31日

対象となる患者さま：非治癒因子を有さない肝転移を有する初発進行胃癌もしくは非治癒因
子を有さない肝転移再発をきたした胃癌術後患者さま
利用する情報：電子カルテに記載のある診療記録・検査データを利用します。

研究責任医師は、研究等の実施に関わる必須文書（申請書類の控え、病院長からの通知
文書、各種申請書・報告書の控え、CRF等の控え、その他データの信頼性を保証するのに
必要な書類又は記録など）は連結可能匿名化して施錠可能な引き出しで厳重に保管しま
す。被験者識別コードリストは、解析者に渡らないよう各施設で上記文書保管と同様に厳重
に保管します。
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研究課題名 HiSCO 06-B試験　胃がん肝転移症例に関する観察研究

研究責任者
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外科医長・診療部長　坂下　吉弘

本研究の目的・意義

目的：肝転移のほかに非治癒因子を有さない初発進行胃癌もしくは胃癌術後肝転移再発
患者に対する治療内容、治療成績の実態を前向きに調査します。
意義：非治癒因子を有さない肝転移を有する初発進行胃癌もしくは非治癒因子を有さない
肝転移再発をきたした胃癌術後患者に対する治療内容・治療成績の実態を前向きに調査し
ます。肝転移の診断の精度は時代の変遷に伴い急激に向上しています。本研究において
は、肝転移の診断は造影CTと造影MRIを両方用いることを原則としました。登録時の診断
精度を上げることにより肝切除に至りうる境界域の肝転移患者の治療実態を正確に調査で
きます。


